
 

国土強靱化 民間の取組事例 288   顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 12 レジリエンスに特化した商品やサービスをつくる 

288 登山者の遭難を防ぐ山岳地におけるWi-Fi 提供 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

スカパーJSAT 株式会社 
【平成 28年】 

5010401077210 インフラ関連事業者 
【情報通信業】 

東京都 

1 取組の概要 

 衛星によるWi-Fi を提供することで山岳地での緊急連絡手段を確保 

 スカパーJSAT株式会社は、登山者の遭難対策として、遭難時の緊急連絡や登山者の現在地確認

を可能とする衛星山岳 Wi-Fi 提供に取り組んでいる。同通信手段は、登山者の遭難に限らず、

山岳地で発生した土砂災害や火山情報等、災害時の通信手段としても期待できる。 

 同社は、平成28年にNPO法人北アルプスブロードバンドネットワークと協力し、北アルプス

の穂高連峰と槍ヶ岳周辺において、山小屋５箇所（槍ヶ岳山荘、槍沢小屋、涸沢小屋、横尾山

荘、燕山荘）に衛星アンテナ及びWi-Fi 設

備を設置し、サービスを提供している。 

 長野県警察本部山岳遭難統計によれば、長

野県の登山者数は平成 21 年の 52 万人か

ら平成 25 年には 73 万人となり、近年急

増している。登山者数の増加に伴い、山岳

地では登山者の遭難件数の増加が課題と

なっている。 （右図  出典  長野県警の山岳

避難事故統計より） 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 人工衛星を活用し、山岳地にネット環境を整備 

 山岳地ではいまだ携帯電話の電波が届かないエ

リアが広く残されており、登山中は携帯電話の

電波が届かず、下山するまでインターネット利

用ができない山も少なくない。一方、同社の調査

によれば、登山中のインターネット利用のニー

ズは高いことが確認されている。 

 スカパーJSAT株式会社では、同社が保有する人

工衛星と山小屋を双方向通信で結ぶとともに、山小屋に Wi-Fi アンテナを設置することで、登

山中のユーザーに対してもインターネットサービスを提供する  衛星山岳Wi-Fi」の展開を進め

ている。 

 

▲遭難件数は近年増加している 

▲山小屋エリアと登山エリアの通信手段 
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課金型サービスとすることで普及をすすめる 

 技術的には可能であっても、山小屋が設備を導入する際の費用の負担や、通信容量が十分では

ないこと等から、これまで衛星山岳 Wi-Fi サービスは普及しにくかった。そこで同社は、登山

者に利用料を支払ってもらうことで、山小屋の費用負担を軽減する仕組を構築している。また、

容量不足については、Youtube やニコニコ動画といった広帯域アプリの使用を制限する一方、

災害時の緊急連絡や登山者の現地確認等、登山や安全の確保につながる情報が確実に入手でき

るサービスとしている。 

 登山者は、まず現地で Wi-Fi アクセスポイントに接続する。次にインターネットブラウザから

ポータルサイトに接続し、クレジット決済を行うことで、1日数百円で、インターネットが利用

できる。平成29年からは、現地での現金決済を取り入れ利用者の利便性向上を検討している。 

3 取組の平時における利活用の状況 

  本サービスは、登山者間での情報交換や、気候情報の入手、山地で見つけた動植物を調べる際の

手段等に活用される。 

 同社が平成 27年に実施した利用者アンケート （回答者数1,800 人）によれば、山岳地でのWi-

Fi を有料でも利用したいと答えた利用者は一定数見込まれる。また利用用途別では、LINEやフ

ェイスブックといったSNSの利用に対する需要が高くなっている。 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  登山者が天候等の情報を入手できるようになることで、無理な登山計画を思い留まらせること

ができるため、遭難自体を減らすことができる。 

 山岳地における土砂災害や火山発生時等、被災した登山者に的確な情報提供を実現することが

できる。また遭難者が情報発信できる環境をつくることで、速やかな救助につながる。 

5 防災・減災以外の効果 

  山岳地に限らず、通信インフラ未整備地域における通信手段確保のモデルケースとなる。 

 

6 現状の課題・今後の展開など  

  同社は、日本山岳ガイド協会のネットワークを通じて全国の山小屋と連携し、今後もエリアを

拡大していくこととしている。 

7 周囲の声 

  北アルプスの遭難を防ぐための取組として期待されています。（山岳NPO団体） 

 


